
地球温暖化対策計画・実施状況報告（事業者用） 事業者（１）

令和 年度

１　地球温暖化対策事業者の概要

（１）事業者の類別

（２）地球温暖化対策事業者

日本産業規格Ａ列４番

5

地球温暖化対策計画・実施状況報告

類別 （類別の説明）
Ⅰ類　A事業所のみを有する特定事業者
Ⅱ類　B事業所を有する特定事業者(Ⅲ類の事業者を除く)
Ⅲ類　C事業所を有する特定事業者
Ⅳ類　任意事業者

Ⅲ類

事 業 者 名 株式会社髙島屋

大 規 模 小 売 店 舗 面 積
（ 単 独 で 1,500KL 未 満 で 延 床

面 積 10,000m
2
以 上 の 事 業 所 ）

㎡

産 業 分 類 名
（ 中 分 類 ）

56 各種商品小売業

分 類 番 号
（ 中 分 類 ）

56

所 在 地 大阪府大阪市中央区難波五丁目1番5号

事 業 者 番 号 0259

燃 料 等 使 用 量 の
原 油 換 算 の 合 計 量
（ 前 年 度 ）

1,582 kL／年

前
年
度

資 本 金

人

商 標 又 は 商 号
（ 連 鎖 化 事 業 者 の み ）

事業活動の
概 要

事 業 内 容

区 分

66,025 百万円

7,210従 業 員 数

事業内容　：百貨店業、飲食、サービスの提供

企業



地球温暖化対策計画・実施状況報告（事業者用） 事業者（２）

（３）県内に設置している事業所

（自動転記)

（４）公表方法

（５）公表の担当部署

※　事業者のアドレスとする(個人が特定できるアドレスは記入しないこと)

日本産業規格Ａ列４番

事業所
種別

事業所
番号

事 業 所 名
前年度の原油換算
エネルギー使用量

(ｋL)

Ａ、Ｂテナント等事業所

Ａ 025900 タイムズ大宮駐車場 47

Ｂ、Ｃ事業所

Ｃ 025901 株式会社髙島屋　大宮店 1,535

合　　計 1,582

○ インターネット利用による公表 ア ド レ ス https://www.takashimaya.co.jp/omiya/topics/syousai.html?id=40421

所 在 地 ２

閲 覧 可 能
時 間 ２

その他

○

閲 覧 場 所 １ 髙島屋大宮店　地下３階総務部

所 在 地 １ さいたま市大宮区大門町一丁目３２番地

閲 覧 可 能
時 間 １ 10：00～17：00　※事前にご連絡下さい

閲 覧 場 所 ２

事業所での備え置き
（複数可。書ききれない場合
　は別様としてください）

2

3

名 称
（複数可）

連 絡 先

電話番号 E-mailアドレス※

1 大宮店　総務部 048-643-1274



地球温暖化対策計画・実施状況報告（事業者用） 事業者（３）

２　地球温暖化対策推進における事業者の基本方針

３　地球温暖化対策における事業者の推進体制

４　計画期間中における事業者の温室効果ガス排出量（事業所合算）の推移

CO2換算（ｔ-CO2）

５　各事業所の計画

別紙　事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告　のとおり

日本産業規格Ａ列４番

エネルギー起源CO2 3,389 3,264 3,107

【高島屋環境基本方針】
髙島屋グループは地球環境負荷を守るために、地球温暖化防止への貢献に
重点を置き、ＣＯ２の削減を中心に様々な活動を行うことにより、環境問題の
解決に繋がる２１世紀の心豊かなライフスタイルを提供していきます。

　

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

温 室 効 果 ガ ス の
合 計 3,389 3,264 3,107

そ の 他 ガ ス

社⾧

大宮店⾧

副店⾧
地球温暖化対策推進者

営業推進部 外商部販売部



日本産業規格Ａ列４番

推 進 者
連 絡 先
（ 複 数 選 任 し
て い る 場 合 ）

推 進 者 所 属 部 署

推 進 者 職 名

推 進 者 氏 名

地球温暖化対策推進者詳細

 現在選任している地球温暖化対策推進者の連絡先詳細を記入すること。

推 進 者
連 絡 先

推 進 者 所 属 部 署 総務本部

推 進 者 職 名 副店長　

推 進 者 氏 名 小池　貴

担 当 者 職 名 施設管理担当

※事業者全体を管理する者として、複数の地球温暖化対策推進者を選任している場合は、任意に作成した様式により
　提出してください。

計画書作成担当者連絡先詳細

 地球温暖化対策計画書の作成担当者の連絡先詳細を記入すること。

連 絡 先
詳 細

担 当 者 所 属 事 業 者 名 株式会社髙島屋大宮店

担 当 者 所 属 部 署 営業推進部　総務グループ

担 当 者 職 名 施設管理担当

電 話 番 号 048-645-2121

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 048-645-2122

Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ ア ド レ ス nodagashira-mitsuharu@ad.takashimaya.co.jp

担 当 者 氏 名 野田頭　光春

郵 便 番 号 3308511

所 在 地 さいたま市大宮区大門町一丁目３２番地

※計画書作成担当者連絡先詳細の記載内容が転記されるので、必要に応じて修正。

電 話 番 号 048-645-2121

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 048-645-2122

Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ ア ド レ ス nodagashira-mitsuharu@ad.takashimaya.co.jp

担 当 者 氏 名 野田頭　光春

郵 便 番 号 3308511

所 在 地 さいたま市大宮区大門町一丁目３２番地

文書等送付・連絡先詳細

 事業者あて公文書の送付・連絡先担当者の連絡先詳細を記入すること。

連 絡 先
詳 細

担 当 者 所 属 事 業 者 名 株式会社髙島屋大宮店

担 当 者 所 属 部 署 営業推進部　総務グループ



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 C事業所（１）

令和 年度

１　事業所の概要

（１）事業所種別

（２）事業所及び事業内容

２　事業所の温室効果ガス排出量の削減目標

(１)第３計画期間の削減目標

日本産業規格Ａ列４番

5 事業者番号 0259 事業所番号 025901

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告

事 業 所 種 別 C　平成20年度以降の3か年度（年度の途中から当該事業所の使用が開始された場合にあっては、
当該年度を除く3か年度）連続して、年間原油換算エネルギー使用量が1,500kL以上の事業所（他
の事業所の一部（区分所有部分、テナント部分等）である事業所は除く）C

事 業 所 名 株式会社髙島屋　大宮店

事 業 所 所 在 地
市 区 町 村 さいたま市大宮区

字 ・ 地 番 大門町一丁目３２番地

計 画 期 間 2 年 度 ～ 6 年 度

産 業 分 類 名 （ 中 分 類 ） 56 各種商品小売業

分 類 番 号 （ 中 分 類 ） 56

事 業 活 動 の 概 要 事 業 内 容
百貨店、飲食、サービスの提供などの事業
従業員：７50人

削 減 目 標 量
（ 計 画 期 間合 計） 6,063 ｔ-CO2 事 業 所 区 分 第１区分－（１）

（２）第４計画期間の削減目標

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

第3計画期間については、期間中の平均削減率を、基準排出量の22％
以上とする。

その他ガス

エ ネ ル ギ ー 起 源
CO2 の 削 減

目 標 の 概 要

排 出 可 能 上 限 量
（ 計 画 期 間合 計） 21,492 ｔ-CO2

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

その他ガス

計 画 期 間 7 年 度 ～ 11 年度



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 C事業所（２）

３－1　事業所の温室効果ガス排出量

（１）原油換算エネルギー使用量の推移

（２）計画期間の温室効果ガス排出量の推移

CO2換算（ｔ-CO2）

（３）計画期間の温室効果ガス排出量原単位の状況（エネルギー起源CO2）

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 025901

原油換算エネルギー
使用量(kL)

計 画 期 間

令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

1,663 1,603 1,535

計 画 期 間

令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

前 年 度 比 （ ％ ） － -3.6 -4.3

エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2 3,266 3,149 3,015

メ タ ン

そ
の
他
ガ
ス

非 エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2

一 酸 化 二 窒 素

パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン

ハ イ ド ロ フ ル オ ロ カ ー ボ ン

三 ふ っ 化 窒 素

六 ふ っ 化 い お う

計 画 期 間

令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

3,266 3,149 3,015

CO2換算（ｔ-CO2/指標）

温 室 効 果 ガ ス の 合 計

前 年 度 比 （ ％ ） － -8.5 -5.6

エネ ルギー 起 源 CO2 排 出 量原 単 位 0.0311 0.0285 0.0269

延べ面積×営業時間 千㎡ｈ当
活 動 規 模 の 指 標 単 位

105,053.00 110,654.05 112,242.16



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 C事業所（３）

（４）エネルギー起源ＣＯ２排出量の増減に影響を及ぼす要因の分析

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 025901

無

新型コロナ感染症対策緊急事態宣言に伴い営業時間短縮、営業面積縮小により電力使用
量、ガス使用量の減少によりCO2排出量が低減。

令 和 ３ 年 度
（ 2021 年 度 ）

建 物 の 床 面 積 の 増 減 無 建 物 の 用 途 変 更 無 設 備 の 増 減 無

・4階空調機の更新及び地下1階食糧品売り場天井ベース照明のLED化を実施し、
令和2年度と比較して令和3年度は排出量が減少した。

令 和 ２ 年 度
（ 2020 年 度 ）

建 物 の 床 面 積 の 増 減 無 建 物 の 用 途 変 更 無 設 備 の 増 減

無

・5階空調機の更新及び1階、2階、3階、4階、8階売り場天井及びバックヤード照明の
LED化を実施し、令和3年度と比較して令和４年度は排出量が減少した。

令 和 ５ 年 度
（ 2023 年 度 ）

建 物 の 床 面 積 の 増 減 建 物 の 用 途 変 更 設 備 の 増 減

令 和 ４ 年 度
（ 2022 年 度 ）

建 物 の 床 面 積 の 増 減 無 建 物 の 用 途 変 更 無 設 備 の 増 減

令 和 ６ 年 度
（ 2024 年 度 ）

建 物 の 床 面 積 の 増 減 建 物 の 用 途 変 更 設 備 の 増 減



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 C事業所（４）

３－２　温室効果ガス削減目標に係る状況

（１）　基準排出量

（２）　基準排出量の変更

（３）目標削減率

（４）削減計画期間

（５）年度ごとの状況 （排出量等の単位：t-CO2）

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 025901

基 準 排 出 量 5,511 t-CO2/年

2

3

基 準 排 出 量 の 検 証 実施済

変 更 年 度 変 更 量 （ t-CO2/ 年 ）

1

第１区分－（１）

2 年 度 か ら 6 年 度 ま で

令 和 2 年 度
(2020 年 度 )

令 和 3 年 度
(2021 年 度 )

4

5

目標削減率の区分

令 和 4 年 度
(2022 年 度 )

令 和 5 年 度
(2023 年 度 )

令 和 6 年 度
(2024 年 度 )

削 減 期 間
合 計

基
準
排
出
量
等

基 準 排 出 量 (A) 5,511 5,511 5,511 5,511 5,511 27,555

目 標 削 減 率 の
緩 和 措 置

排 出 上 限 量
（ C ＝ ∑ A-D ） 21,492

排出削減目標量
(D ＝ ∑ (A × B))

エネルギー起源
CO2 排 出 量 (E) 3,266 3,149 3,015

6,063

目 標 削 減 率 (B) 22.00% 22.00% 22.00% 22.00% 22.00%

トップレベル認定

7,103

各年度の排出量の検証 実施済 実施済 実施済

実
 
績

排 出 削 減 量
（ G ＝ A - E ） 2,245 2,362 2,496

9,430

削 減 率
（ F＝（ A - E） /A）

40.74% 42.86% 45.29% －



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 C事業所（５）

４　温室効果ガスの排出の抑制等に関する措置の計画及び実施状況

日本産業規格Ａ列４番

区 分 名 称

大 区 分 中 区 分

1 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

事業所番号 025901

Ｎｏ

対 策 の 区 分

対 策 概 要
実施
予定
年度

実施
した
年度

推計
削減量(t)

 (１年度
  当たり）

区 分
番 号

照明器具のLED化 R1以前 R1以前 46.0

2 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

個別エアコン更新　１２台 R1以前 R1以前 10.0

3 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

２階ＡＣ－９空調機の更新 R1以前 R1以前 26.0

R1以前 30.0

5 120200
熱源設備・熱
搬送設備

12_冷凍機の効率管
理

冷温水発生機更新　チラーユニットへ R1以前 R1以前

4 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

照明器具のLED化 R1以前

R1以前 26.0

7 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

７階ＡＣ－１４空調機の更新 R1以前 R1以前 26.0

6 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

６階ＡＣ－１３空調機の更新 R1以前

R2 26.0

9 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

地下1階　照明器具のLED化 R3 R3 30.0

8 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

３階ＡＣ－１０空調機の更新 R2

R3 26.0

11 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

５階ＡＣ－１２空調機の更新 R4 R4 26.0

10 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

４階ＡＣ－１１空調機の更新 R3

56.1

13 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

１階、８階、バックヤード照明のLED化 R4 R4 319.6

12 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

２階、３階、４階ベース照明のLED化 R4

26.0

15 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

バックヤード照明のLED化 R5

14 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の
効率管理

屋上ＡＣ－１６空調機の更新 R5

R4



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 C事業所（６）

５　事業者として実施した対策の内容及び対策実施状況に関する自己評価

自由記述欄

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 025901

（※希望者のみ記載）


